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JICA教師海外研修 授業実践報告書

【実践者】

【実践概要】        

1. 実践する教科・領域：地理総合(高校1年生)

2. 単元名と単元目標
単元名：世界の多様な環境と人々の生活
単元目標：①世界各地の自然環境とそこに暮らす人々の生活の多様性を理解する。

②気候・都市化・経済発展・社会階層などの事象を関連付けて捉え、発展の成果と課題
の両面を踏まえながら、持続可能な社会づくりの視点から考察する力を育成する。

③日本の都市発展の過程と関連付けながら、バングラデシュの都市が抱える課題につ
いて考察する力を育成する。

  関連する学習指導要領上の目標：世界や日本の自然環境と人間生活との相互依存関係を理解し、
現代世界の諸課題を多面的・多角的に考察し、公正かつ持続可能
な社会の構築に参画しようとする態度を養う。

3. 単元の評価
規準

①知識・技能
・複数の資料を用い、バングラデシュの発展と課題を見出すこ
とができる。

②思考・判断・表現 ・複数の生活階層を比較し、多面的に考察できる。

③ 主体的に学習に
取り組む態度

・日本や自分の生活と結びつけて学びを深められる。

4. 単元設定の
理由・単元の
意義

（ 児 童 / 生 徒
観、教材観、
指導観）

【単元設定の理由・単元の意義】
本単元「世界の多様な環境と人々の生活」は、自然環境と人間の生活や経済活動と

の関係を地理的視点から捉え、持続可能な発展のあり方を考察することを目的として
いる。

熱帯に位置するバングラデシュは、縫製業を中心とした経済成長とインフラ整備が
進む一方で、都市の過密や社会的格差、気候リスクといった課題を抱えており、「発
展の成果」と「課題」が併存している。

こうした二面性は、生徒に発展と課題の相互関係を多面的に考察させる上で有効な
教材であり、現代的・国際的課題を主体的に捉える契機となる。

【児童／生徒観】

生徒たちは世界の様々な事象に関心をもち、学習に対して前向きな姿勢ではある
ものの、自分の意見を表明することに関しては控えめである。そのため、具体的な事
例の提示や問いかけを通して思考を引き出すことが重要である。また、写真や統計な
どの一次資料を扱うことで、生徒の学びをより主体的なものへと促す必要がある。

氏名 木谷 隆太郎 学校名 東京  都・道・府・県
立 駒場高等  学校

担当教科等 地理総合 対象学年（人数） １ 年１～７組（ 280 名）
実践年月日もしくは期間（時数） 2025 年 12 月（ ２ 時間）

６ページ以内でお願いします。
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【指導観】

授業では、第１時において写真資料を用いたフォトランゲージを行い、生徒がバン
グラデシュの都市にみられる発展と課題を直感的に捉える。その後、バングラデシュ
の統計資料を用いて、写真から読み取った事柄の背景を整理する。さらに、東京の戦
後復興期の写真を示し、都市が発展の過程で抱えてきた課題の共通性について考え
させる。

第２時では、都市における社会階層の違いに着目し、教育支援を例にどの層への支
援を優先すべきかをグループで考察させる。多様な意見を交流する活動を通して、発
展の成果と課題を踏まえながら、持続可能な発展に向けた視点を養っていきたい。

5. 単元計画（全２時間）

小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など

１
本時

写真から読
み解く都市
の発展と課
題

写真をもとにバングラ
デシュの都市にみられ
る発展と課題を読み取
り、過去の東京の姿と
比較しながら考察す
る。

・バングラデシュ・ダッカ周辺の写真を
提示し、班で読み取る。

・読み取った内容をもとに、都市の発展
と社会課題について意見を共有する。

・日本の戦後の都市写真を手がかりに、
「発展と課題はどの国にもあったの
か」を考える。

・写真資料（バザール、ダ
ッカ MRT、縫製工場な
ど）

・統計資料（人口ピラミッ
ド、輸出額・輸出品目の
推移など）

・地図(色別標高図など)

２ バングラデ
シュの都市
発展と社会
階層

経済成長と社会課題の
両面を踏まえ、都市にお
ける社会階層の違いに
着目しながら、持続可能
な都市発展に向けた支
援について考察する。

・ダッカ周辺において想定される 4 つの
社会階層の生活や教育環境を比較す
る（①国際機関や外資系企業に勤務す
る家庭の子ども、②国内企業に勤務す
る家庭の子ども、③非正規・不安定な
仕事で働く家庭の子ども、④ストリー
トチルドレン）。

・班ごとに、国の目指すべき姿を想定し、
それに向けて教育分野で優先して支
援する社会層を考察し、理由を整理し
て発表する。

・日本を含む様々な主体による支援の在
り方を整理する。

・写真資料(現地で撮影し
た参考となる 4 種類の
学校)

・４つの社会階層を整理
した図表

6．本時の展開（１時間目）
本時のねらい：経済成長と社会課題の両面を捉え、持続可能な都市の発展を考える
過程・
時間

教員の働きかけ・発問および学習活動・指導形態 指導上の留意点
（支援）

導入
（５分）

展開１
（15分）

●研修で撮影した写真を提示した後、Forms を用いてバング
ラデシュに関する事前認識やイメージを把握・共有する。

●現地で撮影した写真を１班 1 枚ずつ配布し、その写真にふ
さわしいタイトルを考えさせる。班でそのタイトルにした
理由をまとめ、班代表がタイトルを板書する。

●ワークシート(A4)サイズを
配布する。

●班ごとに A3 サイズでラミ
ネートした写真を配布す
る。1 班 5 人で 8 班に配布
する。
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展開２
（10分）

展開３
（10分）

まとめ
（10分）

●各班が考えた写真のタイトルと、その理由を発表する。
他班の発表を通して、一枚の写真から多様な読み取りがで
き、都市の発展や課題について様々な視点が生まれること
を理解させる。

●生徒の板書をもとに、バングラデシュの首都ダッカにおけ
る都市発展と社会課題についてスライドや動画、統計等を
含めて整理・解説する。

①バザール…都市の活気と庶民のエネルギー
      熱帯の気候ならではの果物が流通
②町中の雑踏…都市のにぎわいを示す一方、人口集中による

交通渋滞やインフラの脆弱性といった課題
も読み取れる

③縫製工場…バングラデシュ経済を支える産業の一つ
      人口ピラミッドからは人口ボーナス期にある

ことがわかる。女性の雇用機会は拡大している
一方、月給は 3 万円程度と低水準

④Aarong の店舗…世界最大規模の NGO「BRAC」が運営
        農村部の女性を積極的に雇用するなど、
        経済活動と支援を結び付けた取り組み
⑤ダッカ MRT…都市の交通渋滞緩和を目的として整備

近年のインフラ整備の進展や、JICA に
よる支援の一端を示している

⑥BRAC くもん…高所得層の家庭の子どもたちを対象
日本と同様の学習形態で冷房完備

⑦雑多な旧市街…インフラの脆弱性と衛生リスク
        過密ゆえ上下水道や道路の整備が進まず
⑧果物を売る少年…たくましく働く姿である一方、貧困や

教育機会へのアクセスといった課題も

●東京の戦後復興期の都市写真や 1960 年代の人口ピラミッ
ドを提示し、バングラデシュの事例と比較しながら、都市
が発展の課題で抱える課題の共通性について考えさせる。

●数名の生徒の感想を共有した後、Forms を用いて本時の振
り返りを回収し、次時は、「どの社会層への教育支援を優
先すべきか」をテーマに学習を進めることを予告する。

●生徒の発言と重複する部分
は触れる程度にし、写真の
背景について解説してい
く。

●日本も戦後復興期には世界
銀行など国際機関の支援を
受けながらインフラ整備を
進めてきたことに簡単に触
れる。

7. 資料（教材）
・写真資料（A3 サイズに印刷したものを班に 1 枚ずつ配布）
・統計資料（日本との人口ピラミッドの比較、GDP の推移、色別標高図）
・人物カード（各社会階層の生活や学習環境を想定したモデル）
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8．評価規準に基づく本時の評価方法
・Forms への記述内容および発表の様子をもとに、都市の発展と課題の把握や、多角的に考察しよう

とする姿勢を確認する。
9. 学校外との連携 なし

10. 学びの軌跡（児童生徒の反応・変容、感想文、作文、ノートなど）
授業冒頭に、バングラデシュについて①知っていること、②イメージについて Forms で回収した。
①「知っていること」では、約半数の生徒が「国旗が日本と似ている」「人口が多い」「イスラム教
の国」「衣類・縫製業がさかん」といった内容を回答していた。一方で、「特に知らない」「イメージ
がない」とする回答も一定数見られ、生徒の知識や関心にはばらつきがあることが分かった。
②「イメージ」では、「発展途上国」「人口が多い」「貧困や格差」「治安や衛生面があまり良くなさ
そう」といった印象が多く見られた。一方で、「衣類・縫製業が盛ん」「農業や稲作が盛ん」「人がフ
レンドリーそう」といった回答も一定数あり、生徒の中で多様なイメージが混在していることが分
かった。

フォトランゲージでは、班ごとに 1 枚の写真か
ら多様な意見が出され、写真を手掛かりに生徒が
自分の考えを言語化し、なぜそのように読み取れ
るのか考える様子が見られた。

例えば、「果物を売る少年」の写真を扱った班で
は、「服装はそれほど悪くない」「子供の表情は暗く
ない」といった読みが示され、生徒がもっていたい
わゆる児童労働のイメージとは異なる側面に気付
く場面も見られた。

授業後の感想では、「日本」と結び付けて捉える記述が多く見られた。写真→統計→戦後日本の写真
という学習の流れを通して、バングラデシュを単に“遠い国”としてではなく、都市化や人口構造、イ
ンフラ整備、格差といった地理的概念を用いて相対化し、時間軸を伴って理解しようとする変容がう
かがえた。参観者からも、「写真から想像した現実を統計で肉付けし、日本の経済成長とも重ねて時間
軸を意識させる構成が効果的であった」との評価が寄せられている。

また、写真にタイトルを付けるフォトランゲージの活動を通して、「同じ写真でも見方によって意味
が変わることに気付いた」「他者の視点を知ることで理解が深まった」といった記述が多く見られ、事
象を一面的に捉えるのではなく、多面的に考えようとする姿勢が育まれていた。

一方で、「汚い」「狭い」「旅行はまだ難しそう」といった反応もあり、衛生面や過密といった都市課
題を強く印象づけた生徒もいた。しかし同時に、「貧富の差は単純な同情で捉えるべきではない」「低
賃金産業の恩恵を自分たちも受けていることに気付いた」といった記述も見られ、経済成長の中で生
じる格差を多面的に考えようとする姿勢が表れていた。これらの反応を踏まえ、次時以降では、都市
課題を問題の列挙に終わらせるのではなく、どの社会階層がどのような条件下で課題に直面している
のかという視点へ接続し、理解を一段深めていきたい。

第１時に実施したフォトランゲージの様子
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【本時または単元について、個人で振り返ったことを記載】

11. 海外研修で何
を学び、どの部分
を児童生徒に伝え
ようと思ったか

ダッカ市街を中心とする現地視察を通じ、街の活力と、同じ都市空間に存在す
る格差の現実を観察した。特に、BRAC くもんの担当者から聞いた 1 か月分の学
費と、現地でストリートチルドレンを支援する NPO 関係者から聞いた子どもの
1 か月の生活費が同程度であることに気付き、教育機会に留まらない格差の大き
さを実感した。

また、同じ「学校」であっても、冷房やパソコンなどの設備が整ったインター
ナショナルスクールと、空調や照明が十分でない学校とでは、学習環境に大きな
差があることが印象に残った。

これらの気づきをふまえ、本実践では、「バングラデシュの首都ダッカにおけ
る発展と課題」、そして、「どの社会層への教育支援を優先すべきか」という問い
を設定し、経済発展の成果と課題を多面的に捉えさせる教材として位置付けた。

12. 苦労した点 写真資料は生徒に強い印象を与えるため、貧困や危険といった先入観を助長
せず、同時に現実から目を背けさせないバランス調整に苦労した。フォトラン
ゲージでは自由な発想が生まれる一方、断定的な読みへ傾く場面も見られたた
め、「どこからそう言えるのか」と写真の情報に立ち返らせる問い返しを意識し
た。

また、1 時間の中で写真読解・統計による背景整理・戦後日本との比較・振
り返りまで行う必要があり、活動のテンポ設計と説明量の取捨選択が難しかっ
た。

13. 改善点 今回用いた 8 枚の写真はいずれも探究活動の教材になり得るものであり、個々
の写真についてより深く掘り下げる余地があった。しかし、時間の制約上そこま
で展開できなかった点は今後の課題である。

また、自分たちの着ている服にもバングラデシュ製のものが多いことから、消
費行動などを通して生徒自身の生活との接点を意識させる設問を加えるなど、学
びの自分事化を一層図っていきたい。

14. 成果が出た点 授業前 Forms によって生徒の既有知識やイメージを可視化したことで、認識
の差を前提に授業を進めることができ、写真読解において多様な視点が生まれや
すくなった。

また、フォトランゲージ→統計→戦後日本との比較という構成により、バング
ラデシュを異質な国としてではなく、都市化や人口構造、インフラ整備といった
地理的概念で整理し、時間軸を伴って理解させることができた。

15. 自由記述 本実践では、バングラデシュの「活力」と「課題」を対立的に扱うのではなく、
同じ都市空間に併存する現実として捉えさせることを重視した。写真資料によっ
て生まれる感情的な反応を、統計資料や日本の戦後復興期の事例で相対化するこ
とで、生徒が「発展と課題は多くの国に共通する過程である」と捉え直す姿が見
られた。

参考資料・使用教科書：
栗田和明、根本利通(2015)『タンザニアを知るための 60 章【第２版】』明石書店
公益財団法人矢野恒太記念会編(2024)『世界国勢図会 2024/25』
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資料：フォトランゲージで各班に配布した写真

１班：バザールの果物店              ２班：ダッカの雑踏

３班：縫製工場                 ４班：商業施設(Aarong)

５班：ダッカ MRT               ６班：BRAC くもん

７班：ダッカ旧市街              ８班：果物を売る少年


